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偶然の出来事から実現に至った
外国人アーティストのコンサート企画

世界の一流アーティストとの交流と
音楽を通じた地域の福祉ボランティアと

下下

奥田　前回、スウェーデンから日本に戻る際、偶

然の出会いがあり、それが河合さんに大きな変化

をもたらしたというお話でしたが、具体的にはど

んなことが起きたのでしょうか。

河合　オーバーブッキングで南回りに経路を変更

したとお話ししましたが、この場合、通常のルー

トより1日半以上長くかかってしまうんです。その

長い帰路で仲良くなった女性がいまして、その方

に私が音楽関係の仕事をしていることをはじめ、

いろいろなお話をしました。すると、日本に帰り

しばらくして、彼女から連絡があったのです。

奥田　もちろん、音楽に関係するお話ですよね。

河合　彼女自身は音楽関係者ではないのですが、

ロンドンにいる知り合いの日本人ピアニストが、

BBC交響楽団とロンドンフィルハーモニー管弦

楽団の方とメンバーを組んだ「ロンドンアンサン

ブル」として日本に行きたいので協力してほしいと

おっしゃるのです。

奥田　協力というと？

河合　日本でコンサートを開きたいということだ

ったんです。これはなんとかしてあげなければい

けないと、知り合いから招聘の業務について教わ

り、コンサートの企画を立てて実現にこぎつけま

した。

奥田　音楽教室を主宰されていたとはいえ、すご

い行動力ですね。

河合　このロンドンアンサンブルのコンサートは

その後何年も続き、3年目からは、現在、日本フ

ィルハーモニー交響楽団のコンサートマスターを

務めている木野雅之さんも参加されるようになっ

たのです。

　そうこうしているうちに、外国人のアーティスト

との交流も増えて、日本でのコンサートを企画す

るかたわら、音楽教室の先生向けのマスタークラ

スを依頼するようになりました。

奥田　教室の先生が一流のアーティストから教わ

る場をつくられたと…。
河合　音楽教室の先生方はみなさん音楽大学を

出ていますが、生徒に教えるほうが忙しくて、ど

うしても自分の技量を伸ばすことがおろそかにな

りがちです。そこで、もともと持っている才能や

テクニックを維持したり伸ばしたりすることが必

要と思い、コンサートのために来日したアーティ

ストに指導をお願いするようにしました。
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奥田喜久男の 心に響く人生の匠たち
「千人回峰」というタイトルは、比叡山の峰々
を千日かけて駆け巡り、悟りを開く天台宗の荒
行「千日回峰」から拝借したものです。千人の
方々とお会いして、その哲学・行動の深淵に
触れたいと願い、この連載を続けています。

320人目
サウンド＆ミュージック クリエーション

代表取締役

Yuriko Kawai
河合由里子

【東京・二子玉川発】河合さんは自身の半生を
振り返って「人との出会いに恵まれた」とおっ
しゃる。たしかに河合さんの人生の重要なポ
イントには、人との偶然の出会いや出来事が
あり、それが次のステージにつながっていく。
けれども、そこで判断したり、選択したり、迷っ
たりという局面があるはずだ。そうたずねる
と、そのときに自分に必要な人と出会ってい
るだけで、あまり悩んだこともなければ、選
択に迷ったこともないという。流れに身をま
かせているようで、自らの意志は貫いている。
少し不思議な気分とそれもまたいいかという
気分が交錯する。 （創刊編集長・奥田喜久男）
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障がい者の人たちが歌う
ドイツ語の「第九」
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BCNは「ものづくりの環」を支えBCNは「ものづくりの環」を支え
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※この記事は、BCN+Rの「千人回峰（対談連載）」で公開中です。
https://www.bcnretail.com/hitoarite/

奥田　外国人演奏家の招聘やコンサート企画の

仕事に携わるようになった河合さんですが、さら

にこのサロンのオーナーになられますね。もともと

そういう形を思い描いていたのですか。

河合　まったく考えていませんでした。セミナー

開催に協力してくださっている知人から、面白い

物件があるから見に行かないかと誘われたのが、

このサロンとの出会いです。その方のお兄さんが

不動産業を営んでいるのですが、二子玉川が新し

い街になったから、ひと回りしてみようと案内して

くれました。

　まだコンクリート打ちっぱなしの状態でしたが、

この物件の持主は誰にでも売るわけではないこだ

わりのある方といわれ、がぜん興味を抱くように

なりました。実際に、購入を断られた方が何人も

いたというのです。

奥田　買主の“人”を見るというわけですね。

河合　そこで持主の方に連絡をつけてくださるよ

うお願いすると、私がどんなことをしているのか

知りたいということで、音楽教室を経営していた

ことや、あとでお話しますが音楽を通じた福祉事

業にも携わっていたことを書面にしてお伝えしま

した。その結果、私に売ってくださったのです。

奥田　難しい試験に合格したみたいですね。それ

にしても、これも人との縁や河合さんの勘による

ところが多いような気がします。

河合　たしかに、人との出会いは大きな要素です

ね。私は、そのときに必要な人と出会うべくして

出会っているんです。

奥田　同じ経営者という立場からみると、それは

なかなかすごいことですよ。ところで、さきほど

触れられた福祉事業の話をしていただけますか。

河合　私が住んでいる川崎市宮前区で「小さな風」

という女性のボランティアグループをつくり、私は

そこでチャリティーコンサートを企画しました。

奥田　どんなコンサートなのですか。

河合　障がい者の方が通所している作業所の新

設や移転の資金に充てる目的です。「ふれあいコン

サート」といいますが、あるとき作業所の職員の方

から、通所者から「ドイツ語でベートーベンの第

九を歌いたい」という声が上がったと聞きました。

奥田　原語で歌うとは、なかなか簡単ではありま

せんね。

河合　でも、その希望を聞いてなんとか実現させ

たいと、いろいろと試行錯誤しました。このサロ

ンの支配人で声楽家の齊藤新一さんがドイツ語の

歌詞をそれに近い日本語に置き換えて、たとえば、

ドイツ語の「フロイデ・シェーネル」は「風呂でシ

ェー寝る」とまず覚えてもらい、それから徐々にド

イツ語の発音に近づけるように合唱指導してくれ

たのです。

　コンサートは二部構成にして、一部は区内の障

がい者による合唱、二部はなかなかコンサートに

行けない障がい者の方が楽しめるよう、ゲストに

よる演奏としました。

奥田　そのコンサートは、いつ頃スタートしたの

ですか。

河合　第1回は、2000年に宮前市民館の大会議

室で開催し、第2回からは少しですがドイツ語で

の「第九」の合唱が実現し、名前も「しあわせを呼

ぶコンサート」となりました。そして、このコンサ

ートを見ていた市の職員の方が「これは市が主催

すべきものだ」とおっしゃって、3回目からは宮前

市民館の大ホールで川崎市宮前区主催で行われ

ることになりました。

奥田　それはすばらしいですね。いまもこのコン

サートは続いているのですか。

河合　コロナ禍でここ3年は中断してしまいまし

たが、ずっと続いています。私は第15回まで関わり、

その後は神奈川フィルハーモニー管弦楽団に引き

継いでいただいています。

奥田　これから、どのような活動をしていかれま

すか。

河合　若手の演奏家の応援は続けていきたいで

すし、「しあわせを呼ぶコンサート」が再開するよ

うであれば、それにも協力していきたいですね。

奥田　今日は、とてもいいお話を聞くことができ

ました。これからもお元気でご活躍ください。
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2022.11.7／東京都世田谷区のオーキッドミュージックサロンにて

構成／小林茂樹
text by Shigeki Kobayashi

撮影／長谷川博一
photo by Hirokazu Hasegawa

こぼれ話

　河合由里子さんの話を聞きながら戸惑い始めた。引
き出しがどんどん増えてきたからだ。そのたびに河合さ
んのイメージが変化する。さて、どこに向かうのか、イ
ンタビューをしながら、話の流れに従うことにした。
　二子玉川（通称：ニコタマ）の駅から数分のところに、
実にしっかりとした音楽ホールがある。オーナーの河合
由里子さんは音楽家や音楽イベントの支援者だ。紹介
者は神奈川フィルハーモニーの元専務理事の大石修治
さん。対談が始まる。音楽家や関係者の名前が次々に
飛び出す。「ね、わかるでしょ」と言われて、初めのうち
は「はい」と答える。話が専門的になると、「はい、ええ」
と生返事となる。「知らない」をあまりに連発すると、話
の腰を折るだけでなく、話し相手の意欲を減退させる
ので、インタビュアーは知識を総動員して、合いの手を
打つ。この過程はインタビューの楽しさにほかならない。
が、専門分野の話があまりに長続きすると、理解力が
減退して頭がボゥ～っとする。今回は3回ほどこの状態

に陥った。ボクシングならばノックダウンだ。それでも
這い上がって、話を聞き続けると「フムフム…、見えて
きたぞ」と独白。
　なんと、河合さんの本業はチューナー・ホールディン
グスの代表取締役だったのだ。この会社はチューナー
株式会社の親会社で、創業者は大橋環氏。1954年に日
本チューナー株式会社を設立。河合由里子さんの父親
で、レーダー研究者の環氏は戦後に自動車ラジオ用押
しボタン式チューナーを開発した。河合さんは11歳の時
だから自宅にいながら研究を続ける父親の後ろ姿は十
分記憶に残っているはずだ。45歳で父親の会社の取締
役となる。「父は開発が好きで、経営面や工場の不動産
管理などは私が担当するようになりました」「98歳で他
界するまでベッドで設計図を描いていました」。話の節々
に戦後と父親の気配がする。
　うっとりと、父と娘の物語を聞きながら、シューベル
トの「Ungarische Melodie,D.817」を聴きたくなった。

　　、


